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哲
學
研
　
究
　
　
第
．
二
＋
二
號

て
可
能
に
さ
れ
た
一
の
鋤
象
に
他
な
ら
ず
と
し
、
　
こ
れ
に
紹
瞼
的
性
務
と
異

る
言
託
…
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

　
純
綿
客
槻
的
の
立
場
か
ら
は
、
　
著
者
も
醜
に
臨
は
ら
れ
て
屠
る
蓮
り
、
十

分
な
る
典
織
を
敏
ぐ
と
の
批
詳
…
が
出
る
か
も
知
「
舳
な
い
。
　
超
越
批
削
回
的
の
見

地
か
ら
は
、
も
っ
と
潔
い
解
繹
が
施
し
得
る
と
の
重
扇
が
下
さ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。
　
然
し
此
重
留
何
れ
も
著
者
の
目
ぎ
す
所
と
は
異
る
立
場
で
あ
る
。

礎
っ
て
興
批
評
は
必
ず
し
も
晒
者
の
念
と
す
る
所
に
的
中
し
な
い
と
言
ひ
得

る
。
然
し
亦
此
虚
者
の
立
場
腹
心
來
得
る
限
U
包
丁
す
る
こ
と
も
、
　
蔚
者
の

希
は
る
る
虚
で
あ
ら
う
。
　
そ
こ
で
署
雪
の
立
脚
さ
れ
る
内
在
組
畿
的
見
地
を

充
分
に
立
講
ず
る
爲
め
に
は
、
　
物
心
燈
を
そ
の
雁
史
的
由
來
と
不
丈
の
依
櫨

と
に
於
て
基
礎
附
け
る
こ
き
、
　
こ
れ
が
瞭
系
組
織
の
梅
成
が
素
と
し
て
の
働

き
を
明
瞭
に
す
る
こ
・
と
、
海
し
て
此
概
念
の
創
造
的
債
値
を
陶
明
す
る
・
と

と
の
三
翼
件
を
満
足
さ
帥
．
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
第
｝
に
つ
い
て
は
、

た
と
へ
ば
カ
ン
ト
の
物
自
灘
が
ラ
イ
ブ
畠
ツ
ッ
の
モ
ナ
竃
ド
の
憂
容
撰
販
で

あ
る
こ
と
を
考
澄
す
る
こ
と
な
ど
は
、
物
自
盤
即
個
盤
と
見
る
碧
者
の
見
解

に
、
　
一
の
有
力
な
る
歴
史
紀
要
的
纂
礎
を
輿
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
此
方
価

に
つ
い
て
は
、
馳
思
ふ
に
他
日
公
に
せ
ん
左
を
期
せ
ら
る
転
詳
細
な
る
カ
ン
ト

研
究
に
充
分
究
明
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
　
轡
ψ
二
錦
三
の
黙
に
一
事
て
は
本

書
の
前
後
二
篇
を
通
讃
す
る
人
の
容
易
に
国
取
し
得
る
如
く
、
　
大
な
る
程
度

に
於
て
の
成
功
を
示
し
て
居
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
私
は
今
迄
本
書
の
第
一
篇
だ
け
に
つ
い
て
、
　
感
惣
と
も
紹
介
と
も
つ
か
ぬ

こ
と
を
蓮
べ
て
來
た
。
　
然
る
に
本
書
の
袷
ん
ど
央
を
占
め
て
居
る
第
二
篇
研

究
及
び
繍
…
設
に
は
、
　
第
一
篇
を
繍
…
恕
す
ろ
と
云
ふ
以
外
に
、
　
一
々
狸
合
し
て

も
多
大
の
償
穂
一
あ
る
納
澗
轟
心
癖
｛
厚
が
膿
め
て
ゆ
の
る
。
就
中
第
二
訳
母
『
ヰ
ル
ヘ
ル

聾嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
｝
六

ム
。
ヰ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
』
の
如
き
、
　
趣
て
哲
學
雑
誌
に
禺
た
當
時
と
愛
ら
ぬ
深

い
感
興
を
以
っ
て
今
度
も
讃
ま
さ
れ
た
竜
の
で
あ
る
。
學
徒
と
し
て
の
興
昧

を
動
か
し
反
省
を
促
す
も
の
は
、
　
郵
っ
て
此
篇
κ
多
く
二
見
さ
れ
る
と
鋒
へ

る
で
あ
ら
う
。

　
大
正
六
年
は
縣
本
の
思
想
界
の
仕
合
せ
な
歳
で
あ
っ
た
。
徹
底
せ
る
批
静

と
猫
創
的
建
設
と
に
於
て
聖
前
の
高
さ
と
深
さ
と
張
さ
と
を
示
し
た
　
『
肖
難

に
於
け
る
直
言
…
と
反
省
』
（
酉
田
儀
士
著
）
の
出
た
の
が
十
月
の
初
め
で
あ
っ
た

超
え
て
十
一
月
の
初
め
蔚
と
大
と
精
と
に
於
て
優
に
世
界
的
地
位
を
要
求
す

る
に
踊
る
本
天
を
獲
た
。
斯
様
に
し
て
我
島
民
的
丈
化
慧
識
は
世
界
的
意
義

と
臨
監
と
を
獲
得
し
行
く
の
で
あ
る
。
　
両
し
て
大
繭
…
書
が
侮
れ
も
私
共
の
恩

師
の
乎
に
な
っ
た
も
の
，
て
あ
る
こ
と
で
は
私
達
の
乾
鮭
か
に
貞
己
の
誇
り
と

し
て
感
じ
つ
、
あ
る
こ
と
を
言
は
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
　
叉
斯
る
名
署
を
綾

々
琶
間
に
提
罪
し
つ
エ
あ
る
竹
笠
書
勝
に
封
し
て
厚
き
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
と
患
ふ
。
岩
波
書
店
獲
行
　
定
尺
二
圓
五
十
銭
。
（
錦
田
義
富
）
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p理

粕
?
國
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
三
士
　
佐
　
久
　
間
　
鼎
著

『
抑
、
語
語
は
國
民
の
知
能
二
三
の
第
一
歩
を
な
す
最
大
切
な
W
遣
具
で
あ
る

の
か
な
ら
ず
、
國
際
競
争
の
優
者
の
重
大
な
資
格
た
る
べ
き
國
民
精
騨
の
浮

化
装
置
で
あ
る
、
　
詩
語
信
島
々
た
る
學
校
教
育
の
た
め
の
國
語
で
は
な
く
て

國
人
の
聴
紳
豊
浩
を
培
ふ
胃
巨
艦
恥
の
糧
で
あ
り
、
　
穿
話
性
情
…
を
義
ふ
米
の
飯
で

あ
乃
。
か
く
の
如
く
重
大
な
惹
義
を
有
す
る
國
語
の
研
究
に
於
て
從
來
割
合

に
満
是
な
戎
朱
を
嘗
め
得
な
か
っ
た
原
糊
に
就
て
は
色
々
の
晃
解
も
あ
ら
う

が
其
研
究
の
封
象
を
現
代
の
生
き
て
動
い
て
る
國
語
に
撮
る
と
震
ふ
事
を
し

訥　“

O



　
　
な
か
っ
た
事
、
及
び
、
　
其
の
研
究
方
法
と
し
て
探
っ
た
も
の
が
殆
ど
杢
く
史

　
　
的
方
法
に
限
ら
れ
て
居
た
と
欝
ふ
事
に
加
へ
て
更
ら
に
単
語
の
普
灘
學
嵩
置

　
　
識
の
亜
聖
が
科
學
置
型
語
學
の
成
立
を
妨
げ
て
居
っ
た
事
に
基
く
と
言
へ

　
　
る
。
從
っ
て
今
日
の
急
務
は
科
學
的
國
語
學
を
確
立
す
る
と
・
・
冨
ふ
事
に
存
し

　
　
其
の
縦
序
と
し
て
國
語
の
吾
雌
學
約
性
質
を
明
瞭
と
し
て
其
の
言
語
學
的
性

　
　
質
を
充
分
に
理
解
す
る
要
が
あ
る
、
』
以
上
は
即
ち
本
霧
の
序
説
に
依
っ
て
う

　
　
か
が
わ
れ
る
馴
者
の
抱
負
で
あ
り
、
此
の
署
書
の
現
は
れ
た
根
奉
の
動
機
で

　
　
あ
る
が
、
髭
れ
は
誠
に
正
賞
な
そ
し
て
、
眞
面
目
な
、
　
一
般
に
認
め
ら
れ
ね
ば

　
　
な
ら
ぬ
主
張
で
あ
っ
て
年
素
既
の
方
面
に
激
特
の
研
究
を
積
ま
れ
て
暦
る
著

　
　
者
の
眞
面
目
な
署
書
と
し
て
、
本
書
に
重
し
撒
迎
の
意
を
表
し
た
い
。
本
書

　
　
は
賄
後
二
篇
に
分
か
た
礼
賄
篇
は
「
國
語
の
語
調
」
と
題
し
、
　
第
【
章
「
標

　
　
準
｝
晋
と
設
暑
」
第
二
血
圧
「
蓮
爆
鳴
及
督
羅
馬
第
一
㎝
叢
早
「
ア
ク
セ
ン
ト
の
識
鼠
義
」
第

　
　
四
章
「
國
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
形
弐
」
第
五
章
「
文
の
掬
揚
と
語
の
ア
ク
ヤ
ン
ト
」

　
　
の
五
章
を
牧
め
、
後
絢
桶
は
「
國
定
業
本
・
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
・
と
題
し
、
頻
づ
搬
晋

　
　
士
衣
記
法
の
　
一
・
般
的
注
胴
忘
を
蓮
べ
た
後
に
、
　
同
定
・
小
梅
誠
本
小
ぜ
…
よ
u
リ
巻
四
に

　
　
漁
る
ま
で
順
序
を
遙
っ
て
其
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
輝
誓
記
を
試
み
て
、
居
る
。
　
今
極

　
　
め
て
簡
羅
に
其
の
内
容
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
第
一
章
に
於
て
は
、
園
語
の
標

　
　
準
督
と
し
て
、
東
京
方
言
の
う
ち
最
標
準
的
野
植
の
多
い
敏
養
あ
る
中
流
人

　
　
士
の
焚
翫
日
を
撮
題
す
る
撰
以
を
蓮
べ
、
之
と
地
方
握
々
の
恥
力
言
勘
町
ち
託
・
膏
と

　
　
を
興
味
あ
る
實
例
を
以
て
比
較
し
、
　
第
二
章
に
於
て
は
主
と
し
て
子
器
の
有

　
　
撃
化
、
鍛
音
の
無
噛
襟
化
舗
に
つ
い
て
簡
明
に
説
き
、
　
第
三
章
に
於
て
は
ア
ク

　
　
セ
ン
ト
の
轟
融
義
を
邪
心
じ
、
央
れ
を
穴
略
、
配
飢
即
の
有
す
る
重
み
と
解
し
て
差

　
　
支
無
し
と
な
し
、
　
か
く
の
如
く
晋
系
朔
に
於
け
る
一
定
の
麗
霊
騨
係
は
如
侮

鱒
K
し
て
譲
る
か
の
慰
濫
獲
悲
要
素
と
し
三
醤
的
羅
（
長

　
　
　
　
　
　
　
　
漸
著
細
　
介

さ
）
張
薄
手
係
（
張
さ
）
｛
・
健
關
係
（
濡
さ
）
の
三
つ
を
数
へ
國
語
に
於
て
は
就

中
「
高
さ
」
が
其
の
・
王
要
素
な
る
事
を
説
い
て
盛
る
、
　
第
四
章
に
及
ん
で
は
か

く
の
如
き
、
肯
回
概
、
急
雷
す
れ
ば
郷
揚
闇
係
を
主
帥
素
と
す
る
國
語
の
ア
ク

セ
ン
ト
形
式
は
如
何
の
周
題
に
進
み
、
實
瞼
的
研
究
0
2
結
果
か
ら
種
々
の
形

式
を
夫
々
の
適
切
㍗
、
例
に
依
っ
て
示
し
て
居
る
、
　
第
五
章
は
標
準
的
獲
昔
た

る
べ
き
東
京
語
に
行
は
る
」
ア
ク
セ
ン
ト
形
式
規
定
の
言
語
心
理
に
關
す
る

著
者
の
推
定
を
骨
子
と
し
て
、
書
葉
調
子
即
ち
交
の
抑
揚
蘭
係
が
語
の
ア
ク

セ
ン
ト
形
式
を
規
定
す
る
研
以
を
力
説
し
、
　
更
ら
に
感
情
の
表
白
と
語
調
從

っ
て
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
開
係
を
論
じ
て
居
る
．
杢
膿
が
節
…
明
で
要
領

を
得
て
得
る
、
醗
督
の
統
｝
、
標
準
書
の
正
目
は
著
者
と
共
に
、
　
啓
人
も
願

ふ
班
で
あ
っ
て
、
廣
く
此
の
書
の
利
用
を
す
Σ
め
た
い
と
田
心
ふ
。

　
佃
、
淀
出
思
深
い
讃
盾
に
は
直
ち
に
判
断
の
つ
く
事
で
は
あ
る
が
著
し
い
誤

殖
と
し
て
氣
の
つ
い
た
黙
を
二
三
暴
ぐ
れ
ば
、
三
一
頁
、
前
か
う
五
行
肩
「
無

　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

撃
の
子
普
が
無
言
の
子
出
日
に
鴨
る
」
は
・
：
・
「
有
責
の
子
一
晋
に
憂
る
」
　
の
講
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

な
る
べ
く
、
一
一
一
頁
、
後
か
ら
囚
行
目
、
「
上
の
高
さ
に
・
：
：
：
・
」
は
「
下

の
高
愚
に
・
：
こ
の
誤
で
あ
ら
う
、
其
の
外
、
延
享
の
徹
底
に
は
別
に
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
　
　
　
　
　
O

は
鉦
…
い
が
九
二
百
州
の
山
剛
よ
リ
七
行
目
「
畢
丘
団
」
は
「
畢
翫
兄
」
の
誤
九
三
頁
前
よ
り

　
　
　
　
△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

六
行
目
「
設
批
難
約
に
：
：
」
ほ
「
没
批
評
的
に
：
：
」
の
誕
で
あ
ら
う
。
東
京

上
駒
込
心
理
墨
研
究
愈
猷
版
部
厳
行
噌
雨
露
金
八
扮
五
玉
。
（
深
甜
武
）
「

舘
糖
騰
霞
麗
追
悼
詩

嚢
田
篤
夫
編

　
入
は
畢
党
｝
面
に
於
て
は
時
以
上
の
世
界
に
課
し
て
み
る
と
圃
時
に
、
　
他

弼
に
は
何
等
か
の
意
味
に
於
て
時
々
の
國
に
増
し
て
み
る
者
だ
と
嘗
へ
や

う
。
そ
し
て
人
の
死
を
眼
の
欝
一
1
見
る
事
程
此
の
纂
を
今
更
乍
ら
深
く
痛
感
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
七


